
車体の陰やピラーによって車には「死角」が生まれます。

「見えているはず」と油断せず、車に乗り込む前

には必ず車の周囲の安全確認を行いましょう。

また、車種によって死角の範囲は変わります

ので、業務等で使用する車両が変わる場合は

運転する前に、どの場所が死角になるのかを

確認しましょう。
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乗車後もすぐに発進するのではなく、「車に近づく歩行者や

自転車はいないか･･」を改めて確認しましょう。

「見たつもり」の確認にならないよう、目線だけを動かすので

はなく「首（顔）」を動かして、しっかりと安全確認を行いましょう。

６月20日(土)午後３時頃、札幌市西区において、普通乗用

車と歩行者が衝突する交通事故が発生し、歩行中の73歳女性

が死亡しました。


